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評価の観点
評価規準

評価の方法

１学期

（１）簿記の原理・・・簿記の概要、簿記一巡の手続きの理解、会計帳簿の作成

・簿記について実務に即して、体系的・系統的に理解し、関連する技術を身に付ける。
・取引の記録と財務諸表の作成の方法を学び、その課題を見出し、対応する力を身に付ける。
・適正な取引の記録と財務諸表の作成に主体的・協働的に取り組み姿勢を養う。

「主体的に学習に取り組む態度」
・簿記に関心を持ち、自らより深く学ぼうとする意欲がある。
・授業で扱った課題や問題演習にとどまらず、さらに問題演習等を繰り返し、知識や技能をより定着させよ
うとしている。

学習計画および内容

「知識・技能」
・取引の記録と財務諸表の作成について、体系的に理解している。
・適正な取引の記録と財務諸表の作成について、基礎的な方法を理解し、取引の記録や財務諸表を作成
することができる。

「思考・判断・表現」
・簿記の基礎的な知識を持ち、適正な取引の記録とは何かを判断し、適切に取引の記録や財務諸表の作
成ができる。

「知識・技能」
・小テストや定期テストにより、知識技能の理解度を評価する。

「思考・判断・表現」
・定期テスト等により、適切な簿記的表現ができているかを評価する。また、教員の発問等に対し、適切に
こたえられているかなど、総合的に評価する。

「主体的に学習に取り組む態度」
・毎時の授業に出席し、意欲的に取り組んでいるか。また、全員が受験する資格試験以外にも意欲的に
受験するかどうかなど、簿記の学習全般に取り組む態度を総合的に評価する。

（２）取引の記帳・・・現金と預金、商品売買、債権債務と有価証券

（２）取引の記帳・・・販売費と一般管理費、固定資産、個人企業の純資産と税

（３）決算・・・決算整理、財務諸表作成の基礎

（４）本支店会計・・・本支店間の取引と支店間の取引、財務諸表の合併
（５）記帳の効率化・・・伝票の利用

・１月　全商主催簿記実務検定（３級）を全員受験


